タイトル
◎自己破産

突然ですが自己破産って
弁護士に依頼すればすすぐにできると思ってないですか？

実は自己破産の手続きって結構複雑で〜

もちろん弁護士に依頼すれば
すぐに自己破産できるというものでもありません

複雑ですがこの動画を見ればOK

◾️自己破産の流れ

①自己破産の3つの種類
②自己破産の流れと期間
③自己破産の費用

3つの種類についてお話します

◾️自己破産の流れ

同じ自己破産といっても実は3つの種類があります

①同時廃止
②管財事件
③少額管財

前提として自己破産する人の多くは
同時廃止に該当しますが

自営業の人や個人事業主の人など事業用の設備機器や
売掛金といった換価財産

つまりお金に変えられる財産がある場合は管財事件や
少額管財として進められます

それでは同時廃止から解説していきます

◾️同時廃止について

同時廃止について〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

本来自己破産をする場合は〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

20万円以上の財産がないのであれば
次で説明する管財事件として処理されます

◾️管財事件

管財廃止について〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

ギャンブルや浪費行為といった
免責不許可事由の場合に行われる手続きです

免責不許可事由とは〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
※表
借金返済の免責が認められないケース

・債権者を害する行為
債権者に不誠実な行為をした場合

・個人情報の偽装や
手続きの妨害をした場合

・過去7年以内に免責を受けたことがある場合
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
こちらの表に該当するような場合はできません

◾️少額管財

少額管財とは〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

自己破産の3つの手続きの流れについて説明しました

◾️自己破産の手続きの流れと期間

まずは簡単なフローチャートを用意しました

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
自己破産の流れ
①弁護士に依頼する
②受任通知で取り立てストップ
③書類作成などの申立の準備
④裁判所での面接と自己破産手続きの開始決定
⑤【管財事件・少額管財の場合】
破産管財人による
財産の処分と債権者集会
⑥免責確定
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

自己破産にかかる手続きもそれぞれ異なり
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

同時廃止なら弁護士に依頼してから手続き完了までに半年程度
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

改めて自己破産の手続きについてみていきましょう

◾️ステップ1　弁護士に依頼する

もちろん自己破産の手続きは
弁護士に依頼しなくてもできます

ただしそうなると膨大な資料の作成や〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

また少額管財の手続きに関しては弁護士がいないとできません
そのため自己破産の手続きは弁護士にお願いします


◾️ステップ2　受任通知で取り立てストップ

弁護士に自己破産の手続きを依頼すると
弁護士は債権者に対して「受任通知」というものを送付します

受任通知とは〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

◾️ステップ3　書類作成など申立の準備

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

期間はだいたい〇〇

書類の作成だけでなんでこんなに時間がかかるの？って思うかもしれませんが
そういう方に向けて自己破産の手続きに必要な書類一覧を用意しました

ーーーーーーーーーーーーーーーー
自己破産の手続きに必要な書類

・自己破產申立書
・陳述書・報告書
・債権者一覧表
・住民票
・家計簿など（1~2ヶ月分）
・給与明細など（2~3ヶ月分）
・源泉徴収票（1年分）
・財産目録
・預金通帳のコピー（1~2年）

ーーーーーーーーーーーーーーーー

いかがでしょうか

あまりにも膨大な書類の準備が
必要であることがお分かりいただけます

弁護士の負担を少しでも軽くするためにも
弁護士の指示に速やかに従いご協力ください

◾️ステップ4　自己破産の手続きの流れと期間

裁判所に提出する書類が整い次第
裁判所に自己破産の申立をします

その際、申立人は裁判所に
一定の手続き費用を納付しないないといけません

この手続き費用のことを「予納金」といいます

ーーーーーーーーーーーーーーー
※表
予納金の一覧

申立手数料　1000〜1500円程度
予納郵券　　3000〜5000円程度
官報掲載料　10,584円

引継予納金
管財事件の場合：50万程度
少額管財の場合：20万程度
ーーーーーーーーーーーーーーー

同時廃止の方が自己破産の申立で必要になる予納金は

申立手数料・予納郵券・漢方掲載料の
3つのみで合わせて2万円弱の費用で済みますが

管財事件や少額管財の方は
これらに加えて「引継予納金」をというものを支払わなければなりません

引継予納金とは〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
裁判所に予納金を納め、自己破産の申立を行うと
いよいよ破産審尋と呼ばれる面接が行われます

破産審尋とは〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

破産審尋が終わり債務者が支払い不能だと裁判所が判断すれば
破産手続き開始決定が出されます

破産手続き終了後は
管財事件・少額管財で分岐します

まずは同時廃止の破産手続き

終了後の流れを見てみましょう

同時廃止の場合
開始決定と同時に破産手続きは廃止します

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

◾️ステップ5　破産管財人による財産の処分と債権者集会

管財事件と少額管財の手続きの破産手続き終了後の流れを
みていきましょう

管財事件と少額管財の手続きの流れは同じで
少額管財の方が管財手続きよりも短い期間で終了するのが両者の違い

管財事件・少額管財の場合
破産手続きの開始が決定すると同時に裁判所が「破産管財人」を選任します

破産管財人とは〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

破産管財人が選任されると〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
打ち合わせをします

打ち合わせでは申立書の記載に沿って
債務・資産・家計の状況など確認され
打ち合わせが終わると破産管財人は管財業務に取り掛かります

この管財業務では〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

期間は〜〜〜〜〜〜〜〜〜
管財業務が終わると
債権者集会が裁判所で行われます

この債権者集会で行われるのは
管財人による管財業務の報告です

問題がなければこの債権者集会をもって
破産手続きは終了となり
続いて同時廃止のケースと同じく免責審尋が行われます

◾️ステップ6　免責確定

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

おめでとうございます

◾️自己破産の費用

[image: ]

1番安い同時廃止でも弁護士費用を含めると
30〜50万はかかります

少額管財や管財事件ともなると100万円近くの費用がかかります

そんな時は分割にしたり
無理なく支払えるように配慮してもらいましょう

ということで
今回は自己破産の流れ徹底解説というテーマでお話しました

改めていかがだったでしょうか

自己破産したい、相談したい方

概要欄のLINEに追加してみてください

今回の動画でわからない点があればコメントで気軽に聞いてください

◎参照
https://youtu.be/-6icoXaoFJw
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